
� �� � 広報しょうばら　2005.5 広報しょうばら　2005.5

庄原市議会議員の皆さん
市内7選挙区から33人

議会事務局庶務係　鈎0824-73-1162

　4月17日に執行された選挙において、市内の7選挙区

から、33人の市議会議員が選出されました。ここでは、

新たに議員となられた皆さんをご紹介します。

　（順番は右上から議席順）　　　　　　　　※敬称略

松浦　　昇
（口和選挙区）

平山　俊憲
（庄原選挙区）

谷口　琢磨
（庄原選挙区）

加島　英俊
（高野選挙区）

原田　顕三
（庄原選挙区）

堀井　秀昭
（西城選挙区）

横山　邦和
（東城選挙区）

和田　満福
（東城選挙区）

谷口　隆明
（東城選挙区）

八谷　文策
（庄原選挙区）

佐々木信行
（庄原選挙区）

野崎　幸雄
（庄原選挙区）

宇江田豊彦
（庄原選挙区）

小谷　鶴義
（口和選挙区）

早瀬　孝示
（西城選挙区）

市川　基矩
（庄原選挙区）

門脇　俊照
（庄原選挙区）

藤木　邦明
（庄原選挙区）

谷口　　勇
（庄原選挙区）

藤山　明春
（口和選挙区）

秋山　　愿
（総領選挙区）

竹内　光義
（東城選挙区）

西村　和正
（東城選挙区）

溝口　致哲
（西城選挙区）

垣内　秀孝
（比和選挙区）

赤木　忠德
（西城選挙区）

名越　峯壽
（東城選挙区）

冨原　豊幸
（比和選挙区）

岡村　信吉
（東城選挙区）

田中　五郎
（高野選挙区）

中原　　巧
（総領選挙区）

林　高正
（庄原選挙区）

横路　政之
（庄原選挙区）
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庄原市長　滝口　季彦


